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豊かな心と創造性を育むまちづくり 
 

(教育・文化の振興) 
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第４章 教育・文化の振興 

４・１ 学校教育（幼児教育）  
 

◆目標 
家庭・地域・幼稚園・保育所の連携による幼児教育を推進し、豊かな心と

たくましい体を持ち、創造的で活力ある人間を形成するための基礎づくりを

進めます。 

 

◆計画の体系 
 

学校教育 

（幼児教育） 

 

① 幼児期からの心の教育の

充実 

 

② 幼児教育の体制づくりの

充実 

 

 

 

③ 家庭・地域における教育の

充実 

 

 

 

 

ア 幼稚園・保育所の連携と調和 

イ 就園の奨励 

ウ 障害児の受入体制の充実 

エ 教職員の資質向上 

ア 学習機会の充実 

イ 子育て支援の充実 

ウ 父親の家庭教育参加の支援促進 

エ 施設の開放 

 

◆主な現行事業  
○私立幼稚園助成事業 

○地域に開かれた幼稚園づくり 

○家庭教育推進事業 

○幼児期家庭教育学級事業 

○就園奨励費助成事業 

 

◆主な計画事業                      単位：千円 

事 業 名 事 業 概 要 
事  業  費 

平成20～22年度 

幼児期音楽鑑賞事業 

 

【文化振興課】 

幼稚園、保育園の幼児を対象とした

音楽会を実施する。 
(4･8 文化・芸術 参照)
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第４章 教育・文化の振興 

４・２ 学校教育（義務教育）  
 

◆目標 
学校・家庭・地域社会のそれぞれの役割を明らかにしつつ、「生きる力」

を育み、個性を生かした豊かな人間性や創造性を育む教育を推進します。 

また、国際化や情報化に対応した広い視野と実践力を持った児童生徒の育

成を図ります。 

 

◆計画の体系 
 

学校教育 

（義務教育） 

 

① 教育内容の充実 

 

 

 

 

 

② 国際化・情報化への対応 

 

 

③ いじめ・不登校や非行の防

止 

 

 

④ 障害児教育の充実 

 

 

 

⑤ 教育環境の充実 

 

ア ゆとりある学校生活と生きる力の育成 

イ 教職員の指導力の向上 

ウ 学校週5日制への対応 

エ 特色ある教育の推進 

オ 健康・安全の確保 

 

ア 国際化に対応した教育の充実 

イ 情報化に対応した教育の充実 

 

ア いじめ・不登校児童生徒対策 

イ 非行・暴力行為対策などの取り組み強

化 

 

ア 広報活動の推進 

イ 就学相談機能の充実 

ウ 一人ひとりに即した教育の推進 

ア 開かれた学校づくりの推進 

イ 学校施設などの充実 

ウ 通学区域の見直し 

エ 通学時の安全確保 
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第４章 教育・文化の振興 

◆主な現行事業  
○英語活動教育推進事業 

○教員研修研究事業 

○新しい学校づくり推進事業 

○外国人児童生徒教育推進事業 

○生徒指導特別支援事業 

○少人数教育推進事業 

○いじめ・不登校対策事業 

（学校カウンセラー、こどもこころの相談室、適応指導教室、心の教室相談

員） 

○ＩＴ教育推進事業 

○学校評議員制推進事業 

○八雲町児童学習交流事業 

○小中学校施設整備事業 

 

◆主な計画事業                      単位：千円 

事 業 名 事 業 概 要 
事  業  費 

平成20～22年度 

校舎耐震改修事業 

 

【庶務課】 

校舎耐震二次診断を実施し、診断結果

に応じて校舎の耐震改修工事を行う。

４３１，０００

プール改築事業 

 

【庶務課】 

老朽化したプールの改築を行い、快適

な学校環境を整える。 

２０９，０００

南部学校給食センター

建設事業 

【庶務課】 

東部、北部に続き南部地区に学校給食

センターを整備する。 

１，０５４，９００

東部学校給食センター

整備事業 

【庶務課】 

ドライシステム化に向け施設を整備

する。 

３０６，０００
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第４章 教育・文化の振興 

４・３ 学校教育（高校及び高等教育）  
 

◆目標 
ゆとりの中に「生きる力」を育み、個性を伸ばす多様な高等教育の推進を

働きかけるとともに、地域に開かれた大学との連携を推進します。 

 

◆計画の体系 
 

学校教育 

（高校及び高等教育）  

 

① 高校、大学などの誘致 

 

 

② 教育内容の充実 

 

 

③ 地域への開放促進 

 

 

ア 県立高校の誘致 

イ 大学などの誘致 

 

ア 個性を伸ばす教育の推進 

イ 中高一貫教育への対応 

 

◆主な現行事業  
○市民大学講座開催事業 
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第４章 教育・文化の振興 

４・４ 青少年育成  
 

◆目標 
家庭・地域・学校が一体となって、青少年の健全育成に取り組み、青少年

の活動の場の提供やさまざまな体験活動などを通じ、社会変化に対応できる

青少年の育成を進めます。 

 

◆計画の体系 
 

青少年育成  

 

① 家庭の教育力向上への支

援 

 

② 有害環境の浄化 

 

③ 相談・指導体制の充実 

 

④ 社会参加の促進 

 

 

ア 家庭教育の重要性への理解促進 

イ 家庭・地域・学校の協力体制の確立 

 

 

 

 

ア リーダーの養成 

イ 活動の場づくり 

ウ 世代間交流活動の推進 

 

 

◆主な現行事業  
○家庭教育推進事業 

○青少年健全育成市民会議補助事業 

○地域３あい事業～ふれあい・学びあい・支えあい～ 

○学校地域コーディネーター派遣事業 

○学校外活動運営事業 

○こども自然体験活動事業 

○少年センター管理運営事業 

○青年の家運営事業 

○兒の森施設管理事業 

 

- 62 - 



第４章 教育・文化の振興 

４・５ 男女共同参画  
 

◆目標 
女性があらゆる分野に参画していくことが、ごく自然のこととして受け入

れられ、女性も男性も個性を生かし、自分らしく生き生きと活動できる社会

を目指します。 

 

◆計画の体系 
 

男女共同参画 

 

① 男女共同参画社会に向け

ての意識の高揚 

 

② あらゆる分野への男女共

同参画の促進 

 

 

③ 就業条件の整備 

 

 

④ 男女共同参画推進体制の

充実 

 

ア 性別による役割分担意識の是正 

イ 男女平等教育・共同参画意識の浸透 

 

ア 政策・方針決定の場への女性の登用拡

大 

イ 地域・団体活動への男女共同参画促進

 

ア 就業機会の拡大と就業条件の改善 

イ 育児・介護環境の充実 

 

ア 女性行動計画の推進体制の充実 

イ 女性センターの有効活用 

 

◆主な現行事業  
○市民大学こまきみらい塾運営事業 

○男女共同参画推進事業 

○女性センター運営事業 
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第４章 教育・文化の振興 

４・６ スポーツ  
 

◆目標 
誰もが、いつでも、気軽にスポーツ・レクリエーション活動を楽しみ、豊

かなスポーツライフを実現していくために生涯スポーツの推進と市民総スポ

ーツ化を目指します。 

 

◆計画の体系 
 

スポーツ 

 

① さまざまな人の生涯の各

時期に合わせた事業の推進

 

② 地域スポーツ活動の推進 

 

③ 競技スポーツの振興 

 

④ 学校運動部活動などの振

興・充実 

 

 

⑤ 指導体制の充実 

 

 

⑥ スポーツ施設の充実 

 

⑦ スポーツ公園総合体育館

の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 民間指導者の派遣推進 

イ 複数校による部活動の実施 

ウ ジュニア育成事業の充実 

 

ア 指導者の資質向上と養成 

イ スポーツ関係団体の育成強化 

 

 

 

ア スポーツ教室、イベントの誘致 

イ スポーツ活動の啓発・情報発信 

 

◆主な現行事業  
○生涯スポーツ振興事業 

○校区スポーツ振興会育成事業 

○スポーツ大会開催事業 

○スポーツ教室開催事業 

○ジュニア育成事業、ジュニアクラブ化事業 

○体育指導委員設置事業 

○学校体育施設開放事業 

○体育施設管理事業、体育施設整備事業 
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第４章 教育・文化の振興 

 

◆主な計画事業                      単位：千円 

事 業 名 事 業 概 要 
事  業  費 

平成20～22年度 

南スポーツセンタープール

施設整備事業 

【体育課】 

老朽化した南スポーツセンタープール

の改修を行う。 

２０５，０００

温水プール建物・設備劣化

調査及び修繕計画書作成

委託事業  【体育課】 

温水プールの建物、設備等の劣化調査

を行う。 

７，０００

小牧市体育協会助成事業 

 

【体育課】 

運営費及び事業費などを助成する。

 

２７０，０００
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第４章 教育・文化の振興 

４・７ 歴史・史跡  
 

◆目標 
歴史や史跡の調査研究活動を充実し、保存整備に努めるとともに、指定文

化財の保存とその周知や活用を進めます。 

 

◆計画の体系 
 

歴史・史跡  

 

① 保存・活用の推進 

 

 

② 周知・活用の推進 

 

 

 

③ 調査研究体制の充実 

 

ア 指定文化財の修理・伝承の支援 

イ 史跡の整備 

 

ア 学習施設の整備 

イ 郷土史研究学習グループの育成 

ウ 説明板などの充実 

 

ア 埋蔵文化財調査体制の充実 

イ 指定促進調査の推進 

 

 

◆主な現行事業  
○市指定文化財補助事業 

○歴史館管理事業 

○文化財説明板設置事業 

○文化財保護審議会 

○文化財図書の編集・発行 

 

◆主な計画事業                      単位：千円 

事 業 名 事 業 概 要 
事  業  費 

平成20～22年度 

文化財発掘調査保存事業 

 

【文化振興課】 

開発事業などに先立ち埋蔵文化財

包蔵地の発掘調査を実施する。 

 １３５，０００

織田信長サミット開催

事業 

【文化振興課】 

平成２１年に織田信長サミットを開催

する。 

２１，０００
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第４章 教育・文化の振興 

４・８ 文化・芸術  
 

◆目標 
  文化・芸術を系統的、持続的に発展させていくため、市内の各文化施設の

連携を通じて特色ある事業を進めるとともに、学習機会の質的充実や人材の

育成により、文化・芸術への市民の関心と、その自主的活動の高揚を目指し

ます。 

 

◆計画の体系 
 

文化・芸術  

 

① 文化施設運営の充実 

 

 

 

② 文化活動の振興 

 

 

 

 

 

③ 人材の育成 

 

 

④ 文化・芸術施設の整備 

 

ア 独創的な事業の実施 

イ 質的な充実 

ウ 情報の収集と提供 

 

ア 文化・芸術団体への支援 

イ 各団体の集約 

ウ 活動の奨励 

エ 大規模イベントの実施 

オ 学校との連携 

 

ア 学習プログラムの充実 

イ リーダー養成 

 

ア 施設の整備 

イ 施設の拡充 

 

◆主な現行事業  
○市民美術展開催事業 

○絵画鑑賞講座開催事業 

○美術鑑賞共催事業 

○音楽鑑賞講座開催事業 

○巡回ミュージアム開催事業 

○市民音楽祭開催事業 

○サンデーコンサート等開催事業 

○青少年音楽活動推進事業 

○小中学生オーケストラ演奏鑑賞事業 

○音楽指導事業 

○舞台芸術祭開催事業 

○自主文化事業 

○文化団体育成助成事業 

○ジュニア育成活動事業 
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第４章 教育・文化の振興 

 

◆主な計画事業                      単位：千円 

事 業 名 事 業 概 要 
事  業  費 

平成20～22年度 

図書館施設整備事業 

 

【図書館】 

新たな図書館の整備に向け、基本計画

を策定する。 

 １０，０００

図書館開館４０周年記

念事業 

【図書館】 

図書館開館４０周年を迎える平成

２１年に記念事業を実施する。 

１，０００

幼児期音楽鑑賞事業 

 

【文化振興課】 

幼稚園、保育園の幼児を対象とした

音楽会を実施する。 

１４，４００

市民会館施設整備事業 

 

【生涯学習課】 

より快適で使いやすい施設とするた

め前庭の整備、壁面緑化の工事、音響

設備や舞台設備などの改修を行う。 (1･5 地域文化 参照)

東部市民センター設備

改修事業 

【東部市民センター】 

音響・照明設備や空調設備などの改修

を行う。 

(1･5 地域文化 参照)
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第４章 教育・文化の振興 

４・９ 小牧山  
 

◆目標 
小牧山が小牧市民のシンボルとしてふさわしい郷土の誇りとなるよう、歴

史、自然を調和させた整備を進めます。 

 

◆計画の体系 
 

小牧山 

 

① 整備の推進 

 

 

② 周辺の整備 

 

 

③ ＰＲの充実 

 

ア 公園的整備 

イ 展示・学習施設の整備 

 

ア 景観の保全 

イ ネットワークの整備 

 

ア 歴史のＰＲ 

イ ＰＲ活動の充実 

 

 

◆主な現行事業  
○歴史館管理事業 

○小牧山管理事業 

 

◆主な計画事業                      単位：千円 

事 業 名 事 業 概 要 
事  業  費 

平成20～22年度 

史跡小牧山整備事業 

 

【文化振興課】 

主郭地区整備基本計画の策定、発掘

調査を行う。 

２８，０００
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第４章 教育・文化の振興 

４・10 観光・レクリエーション  
 

◆目標 
歴史・文化的資源を生かし、自然に親しみ、余暇を楽しめる環境の整備を

進め、市民にとっての観光・レクリエーションの振興を図ります。 

 

◆計画の体系 
 

観光・レクリエーション 

 

① 施設の整備・充実 

 

 

 

② 観光資源の活用 

 

 

 

③ 観光推進体制とＰＲの強化 

 

 

④ 自然環境の保全と活用 

 

 

ア 小牧山整備事業の推進 

イ スポーツ公園の活用 

ウ レクリエーション施設の整備 

 

ア 多彩なイベントの充実 

イ 観光資源の掘り起こし 

ウ ネットワーク化 

 

ア 組織の育成 

イ 情報収集・提供の充実 

 

◆主な現行事業  
○観光行事開催委託事業 

（小牧山さくらまつり、小牧山お月見まつり、初日の出を拝む集い） 

○観光協会補助事業 

○バラ・アジサイ祭開催事業 

 

◆主な計画事業                      単位：千円 

事 業 名 事 業 概 要 
事  業  費 

平成20～22年度 

史跡小牧山整備事業 

 

【文化振興課】 

主郭地区整備基本計画の策定、発掘

調査を行う。 

(4･9 小牧山 参照)
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第４章 教育・文化の振興 

４・11 雇用・勤労者福祉  
 

◆目標 
勤労者が働きがいや生きがいを実感できるような就業環境づくりや、ゆと

りを実感し、充実した余暇が送れる環境づくりを進めます。 
 

◆計画の体系 
 

雇用・勤労者福祉 

 

① 職業能力開発の支援 

 

② 雇用対策の充実 

 

 

③ 勤労者福祉の充実 

 

 

 

ア 雇用の安定 

イ 雇用の場の確保 

 

ア 余暇時間活用の情報提供 

イ 健康づくりができる活動場所の提供 

ウ 就業環境充実のための支援 

 

 

◆主な現行事業  
○雇用対策事業（職業相談、新卒就職者激励会など） 

○勤労センター管理事業 

○事業主・従業員等高度健康診断補助事業 

○中小企業退職金共済制度助成事業 

 

◆主な計画事業                      単位：千円 

事 業 名 事 業 概 要 
事  業  費 

平成20～22年度 

勤労センター施設整備

事業 

【商工課】 

老朽化した施設の改修を行う。 

５５，０００
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